
令和５年度 秋田県立本荘高等学校 英語科 学習到達目標リスト 【CAN-DO 形式】  
 

＜高等学校卒業時の学習到達目標＞ 

   １ 「英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解することができる。」  ２ 「英語で話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に伝えることができる。」 

 

 ＜第３学年の学習到達目標＞「英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解したり、英語で話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に伝える能力を伸ばし、社会生活において活用できる。」 

 ＜第２学年の学習到達目標＞「比較的平易な英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解したり、英語で話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に伝えることができる。」 

 ＜第１学年の学習到達目標＞「比較的平易な英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを理解したり、英語で話したり書いたりして、情報や考えなどを伝えることができる。」 

 

 聞くこと 読むこと 話すこと(やり取り) 話すこと(発表) 書くこと 

【評価】観察、ワークシート、リスニング

テスト、定期考査 

【評価】観察、ワークシート、定期考査 【評価】観察、スピーキングテスト、  

意見交換、ディベート 

【評価】観察、スピーキングテスト、  

プレゼンテーション 

【評価】ワークシート、ライティングテスト、

定期考査 

３
年
後
期 

□様々な話題について、話の筋や話し手の

意図を捉え、詳細な情報を聞き分けて理解

することができる。 

 

□評論や論説を読み、話の展開や書き手の

意図に注意しながら文脈を辿り、概要や

要点を的確に把握することができる。 

□物語、ニュース、掲示や手紙の文などの

話の展開や、書き手の意図を的確に把握

することができる。 

□幅広い分野の話題について準備をしないで

会話に参加し、自分の考えを表現し、

会話を発展させることができる。 

□ディベート活動を通して、自分の立場や

考えを明確にして、相手に意見を述べたり

反論したりすることができる。 

□様々な話題について、自分の意見や主張

などを、聞き手を説得できるように論理の

構成や展開を工夫して詳しく話すことが

できる。 

□自分が伝えようとする内容を、既習の構文 

(表現)を適切に用いて話すことができる。 

□社会的な話題について、自分の意見や 
その理由を、複数の段落で論理的に詳しく 
書くことができる。 

□身近な話題について、段落のつながりに

注意しながら、複数の段落から成る論理的な

文章を書くことができる。 

３
年
前
期 

□様々な話題について、目的や状況をもとに

文脈をつかみ、必要な情報を聞き分けて

理解することができる。 

□長めの英文を聞きながら話の筋をつかみ、

肝心な情報を収集することができる。  

□物語や評論など、まとまった長さの文章を

読み、話の展開や書き手の意図に注意

しながら概要を捉えることができる。 

 

□目的や場面、状況などに応じ、表現を工夫

して相手に効果的に伝わるように伝え合う

ことができる。 

□時事問題や社会問題について、自分の 
考えを持ち、論理の構成や展開を工夫 
して意見交換をすることができる。 

□様々な話題について、情報や考え、気持ち

などを詳しく論理的に、即興で話すことが

できる。 

 

□理由や時間の順序を加えながら、複数の

段落から成る説明文を、論理的に構成

して詳しく書くことができる。 

□課題文の日本語を、英語に近い日本語に

変換してから英訳することができる。 

２
年
後
期 

□比較的ゆっくり話される社会的な話題に

ついて、概要、要点、詳細を目的や状況に

応じて聞き取ることができる。 

 

□つながりを示す語句に注意して比較的

簡単な文章を読み、話の展開を把握  
することができる。 

□一般向けのやや簡単な数段落の文章を、

辞書などを使って理解することができる。 

  

□即興で身の回りの出来事について相手に

情報や気持ちを伝え、やり取りを続ける

ことができる。  

□ディベート活動を通して、相手の意見に

対して理由を示しながら反論することが

できる。 

□様々な話題について、自分の意見や考えを

まとめ、論理性を意識しながら多様な

表現を用いて話すことができる。 

 

□自分の体験などについて、既習の構文 

(表現)を活用して文を作り、複数の段落で

書くことができる。  

□社会的な話題について、自分の意見を 
複数の段落で書くことができる。 

 

２
年
前
期 

□情報と考え、あるいは事実と意見を区別し、 
整理しながら聞くことができる。 

□比較的ゆっくり話されれば、日常的話題に

ついて話の展開や話し手の意図を把握する

ことができる。 

□比較的簡単な説明を読んで、要点を列挙

したり、メッセージを理解したりする 
ことができる。 

□パンフレットや新聞の短い記事の中から

必要な情報を取り出すことができる。  

□身近な話題について、多様な表現を用いて

短い意見交換をすることができる。 

  

□身近な話題について、要旨をまとめて、

論理性を意識しながら多様な表現を

用いて、詳しく伝えることができる。 

 

□聞いたり読んだりした内容について、 
簡潔に要約文を書くことができる。 

□接続詞を適切に用いて、まとまった文章を

書くことができる。 

１
年
後
期 

□ゆっくり話される社会的話題について、

既習の単語や熟語を使用してあれば、 

必要な情報を目的に応じて捉えることが 

できる。  

□教科書程度の社会的話題の文章を読み、

概要や要点を把握することができる。 

□内容を他者に説明できる程度に、概要や

要点を整理して平易な英語の文章を読む

ことができる。  

□聞いたり読んだりした内容について、 

賛否や感想を、基本的な表現を用いて 
論理性を意識しながら伝え合うことが 
できる。 

□身近な話題について、基本的な表現を

用いて質疑応答することができる。 

□読んだ内容について、基本的な表現を 
用いて自分の意見を述べることができる。 

 

□聞いたり読んだりした内容について、 
自分の考えをまとめ、論理的構成を意識 

しながら書くことができる。 

□既習の文法および語彙を用いて、情報を

読み手にわかりやすく伝わるように書く

ことができる。 

１
年
前
期 

□簡単な質問、返答、命令や形式的な挨拶を

理解できる。 

□ゆっくり話される日常的話題について、 
場面や状況、背景、相手の表情などを 
踏まえて、話し手の意図を把握することが 
できる。 

□身近な話題に関する説明や物語を読み、

概要や要点を把握することができる。 

□掲示や看板から、辞書などを使い必要な

情報を取り出すことができる。  

□基本的な表現を用いて、日常のやり取りに

おいて応答することができる。 

□身近な話題について、基本的な表現を

用いて質問することができる。 

□声の大きさや論理性などを意識しながら、

日常的な話題について話すことができる。 

□短い文章から、キーワードや要点を抜き

出して書くことができる。 

□日常生活の身近な話題について、情報や

考えなどを簡潔に書くことができる。 

 


